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語
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ア
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d

h
b
u曹
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通
過
儀
礼
の

問

問

点

の

所

在

『
狭
衣
物
一
訪
問
b

の
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そ
れ
は

re〕
、
ヘ
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ふ
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、

L
V
占
イ
れ
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勺〆

係
な
と

と
は
、

で
あ
る
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Lた
とョ

か
ら
ず
し

の
構
想

た
物
語
を
も
合
め
る
と
、
か
な
り
の
数
の

の

し
て
は
、

』ま

る
物
語
展
開
の
方
法

7こ

の
、
源
氏
引

の
忠
慕

V
が
、
そ
の

の

に
対
す
る
思
い
に

で
の
、

(
2
)
。
そ
の
た
め
ゅ
に
、

に
み
ら
れ
る
こ
の
栂
の

+J
仇、

の

の
ほ
と
ん
ど

で
も
為
っ
た
。

て
い
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ー
の

で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ

ら
れ
た
ェ
、
不
ル
ギ
ー
の

は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
っ

ら
、
こ
こ
で

川

叫

1
/

ナ

'u

た、

れ
て
い
っ
た
口
そ
こ

丘包
五ヨ.

島

秀

範

め
ら
れ
る

(
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)

Q

 

貴
宮
と

な
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

の

貴
宮
と
仲
忠
と
の
関

多
く
の

し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

だ
け
で
は
な
く
、

忍
明
党
』

た、

の
方
法
に
つ
い
て
、

べ
て
み
た
い
。

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
G

そ
の
よ
う
な
視
点
を
秘
め
な
が
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γ

」、
，
む
M2
・

の

諸

行

事

の

概

略

の
一
つ
は
、

上
・
春
に
あ
る

て
多
く
合
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
〈

3
Y
そ
れ
を

第17す

に
お
い
て
は
、
さ
ら

る
こ
と
で
、

て
い
く
時
間
意
識
の

の

で
あ
る
。
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ザ
て
の

て

ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら

の
よ
う
に
、
時
間
と
空
間
と
を
紹
越
し
て
、
ほ
ほ
無
限
に
枇
界
が
拡
大
さ
れ
得
る
場
合
は

ど
の

の

こ
と
で
始
め
ら
れ
て
い
る
点
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

な
ど
で
も
、
物
紺
枇
界
を
構
築
す
る
上
に

に
強
く
関
与
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

(
4
1

を
捉
え
直
す
こ
と
が

あ
る
。

で
あ
る
む
だ
が
、
現
喫
の
祇
界
を
投
影
す
る
こ
と
に
よ
っ

あ
る
。
つ
ま
り
、
物
語
を
進
演
さ
せ

そ
こ
に
重
要
な
備
き
を
担
う
の
が
、

-
年
中
行
事
な
ど
の

っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は

数

過

儀

述
さ
れ
た
諸
行
事
を
〈
表

l
V
に
よ
っ
て
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

の
で
あ
る

ハ
5
1

に
記

そ
こ
で
ま
ず

(
『
狭
衣
物
語
』
は
、
一
巻
の
分
識
が
多
く
、
ま
た
、
春
一
・
二
と
、
潜
一
一
一
・
聞
と
で
は
分
誌
が
違
う
。
そ
こ
で
比
較
す
る
摂
宜
上
、
「
日
本
吉
典
金
書
」
の
分
矧
に
提
っ
て
、
巻
J

・
ご
を

各
々
上
・
下
に
、
ま
た
、
戦
一
一
一
・
四
を
そ
れ
ぞ
れ
上
・
・
下
に
分
け
、
全
枠
を
一

O
段
に
限
分
す
る
こ
と

ιす
る
〈
6
)
0
〉

巻器 〈
決

1
V

数段上

京

段

………六回。
間
二
七
一
一
一

七
五
八

通源
氏
宮
誕
生

諒
氏
官
父
母
の
死

飛
鳥
井
女
君
父
母
の
死

(
狭
衣
と
飛
鳥
井
女
君
と
実
る
〉

feυ 

4
4
4
 

rr 
事

よ}ミ

Eド

冗
月
五
日
の
郎
会

内
裏
で
の
師
会

-
な
を
し
も
の

/，¥，. 
Jヘ

;事

臨

時

の

行

事
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巻巻

下上

八八六六六六六五五回四百ニ
九二六日ニ ~O 八七七三…一

段段?ご

ニ
O
一

一一

O
八

段上
一
一
一
四

O
O九

一
九

O

一
九
一
ニ

一
九
五

(
飛
鳥
井
女
精
機
姫
)

〈
狭
衣
と
女
一
一
宮
と
興
る
〉

〈
女
一
一
宮
懐
伍
〉

-
女
…
一
宮
男
子
出
産

.
男
子
産
養
の
議

七
日
夜

.
大
宮
死
去

・
大
宮
の
追
善
供
養

.
大
宮
の
四
十
九
日

・
女
二
宮
出
家
・
機
成

・
若
君
班
十
誌
の
祝
儀

.
帝
〈
雌
峨
院
)
出
家

-
一
条
説
崩
御

飛
鳥
井
女
震
の
死

・
飛
鳥
井
女
君
の
法
要
(
狭
衣
〉

飛
鳥
井
女
君
女
子
出
離

賀
茂
祭

五
月
五
誌
の
夜

六
月
の
神
事

大
嘗
会

-
帝
の
譲
位

・
後
一
長
嶺
即
位

.
一
留
の
立
坊

斎
続
交
替
〈
女
一
宮
)

ク
(
一
条
践
植
田
制
〉

斎
宮
交
替

・
源
氏
宮
、
斎
院

一
・
女
王
宮
、
斎
宮

・
斎
院
御
撲
の
議
(
初
斎
院
〉

一
行
事

-
高
野
・
場
汚
鵠
〈
狭
衣
)
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四

数

頁
コ 一一 o九九七七六回円四
八 六ーヨ五四七 O八主六九六三

段|上

九九九九七 七 六穴荒田
六回二一七 O 九八二八

段

数

通

過

犠

-
飛
鳥
井
女
君
の
死

・
女
設
の
芭
十
九
日

・
女
君
の
女
子
り

n日
の
揖

.
女
君
の
法
襲
〈
狭
小
拭
)

-
狭
衣
、
一
品
宮
と
結
婚

.
結
婚
二
一
日
夜
の
視

・
若
宮
・
続
討
袴
粛
の
授

e

飛
鳥
井
女
君
の
法
要
〈
狭
衣
〉

-
女
一
宮
入
内

-
女
一
一
宮
の
女
御
子
誕
生

.
御
鴻
般
の
儀
式

・
女
御
子

春
宮
の
冗
削
減

・
宰
相
中
将
の
母
君
出
家

.
時
君
の
逝
去

・
母
君
の
法
，
鼎

-
女
院
の
嘉
去

礼

行

年

中

-
納
涼
(
狭
次
・
若
宮
〉

-
賀
茂
努

-
将
替
の
神
事
(
斎
説
〉

新
瞥
斜
の
五
節

相
撲
の
師
会

喜善

公

-
斎
院
御
撲
の
犠
(
本
議
院
〉

女
二
ぉ
、
中
宮

事

臨

時

の

行

事

-
護
陀
羅
供
養
〈
女
一
一
官
〉

.
法
華
八
講

一
・
賀
茂
諸
〈
堀
川
大
殿
)

-
行
事
ハ
滑
↓
女
院
・
母
)
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一一

四六一一一

-
狭
衣
、
宰
相
の
妹
君
と
契
る

-
率
柑
妹
君
入
内
〈
藤
議
〉

-
藤
輩
、
虫
干
出
滞

'
}
口
問
宮
、
出
家
・
莞
去

十壮大

女
二
百
の
岩
官
、

・
飛
鳥
井
女
骨
引
の
刺
君
、

.
藤
溜
の
こ
の
官
の
袴
潜

飛
鳥
井
大
殺
の
姫
君
、
投
議

.
常
脳
利
用
潤
の
謝
K
A

・
飛
鳥
井
女
牲
の
供
護

一
・
粥
杖
の
祝
(
狭
衣
〉

大
瞥
会
の
五
節

・
賀
茂
祭

-
後
一
条
帝
糠
位

・
狭
衣
即
位

-
北
病
院
制
慢
の
儲

-
藤
壷
女
御
立
后

-
行
幸
(
壱
j

す
堀
川
殿
)賀

茂
へ
)

・
行
幸
(
大
原
野
・
春
日
・

・
行
事
(
平
野
へ
〉

-
一
行
幸
(
註
域
混
へ
)

〈
一
良
数
は
「
号
本
十
け
盗
ハ
文
学
大
系
」
本
に
よ
る
。
行
事
名
の
上
に
・
印
の
あ
る
も
の
は
、
文
中
に
誌
較
的
詳
し
い
記
述
の
あ
る
も
の
。
料
、
持
は
、
簡
単
な
記
述
の
も

の
。
〈
)
討
は
関
連
記
事
を
一
広
す
。
)

八
表

1
Vを
一

こ
も
う
〉

〉
」

4
4
r
v
戸

U

こ
と
で
、
ど
の

な
が

行
事
の

と
こ
ろ
で
、

数
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
工
、

o

't
千
J
l
v

の
上
で
は
、

と
ほ
ほ

衣
物
一
泊
』
の

5 

の
約
三

、
ど
の
よ
う
に
ω
球
場
し
、

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

っ
て
い
る
か
が
、
ほ

一
一
六
五
例
、
『
源
氏
』

と
、
八
表

2
V
の
よ
う
に
な
る
。

と

の
約
五
分
の
一

よ
り
は
む
し
ろ

数
の
上
で

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

で
き
る
。
そ
れ
だ
け
、

に
減
少
し
て
い
る
。

の
八
八
例
は
、

で
は
、

円
源
氏
ι

に

の

し
か
し
、

決
し
て
少
な
い

で
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八
表

2
V

巻場巻 E四場

3 (3) 

問。ノ
〆

9
0

ミ
M

¥

A
性

一M
nv 
つ刷、

757  

19 

9 6 22 

〈
法
〉
数
字
は
行
事
数
-V
コ
ホ
ナ
。
(
〉
内
の
数
鐙
は
、
行
事
の
う
ち
で

簡
単
な
記
述
の
み
の
も
の
を
訴
す
。
各
構
内
の
区
分
は
、
っ
日
本

古
典
全
欝
い
の
段
数
に
よ
る
。

通
過
髄
札

年
中
行
事

f¥ 
A 

事

臨
時

10 (1) 13 (2) 19(3) 
45 

(51%) 

15 
(17%) 

13 
(5%) 

15 
(17%) 

の
構
築
の
方
法
を
、

『
狭
衣
』
も
継
一
戒
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
に
『
狭
衣
恥
の
構
造
の

一
端
を
競
い
得
る
。

牛
同
国

e

、A司、

ふ
れ
ム

μ

一
行
事
の
内
務
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

て

が
そ
う
で
島
つ

た
よ
う
に
〈
7
Y
『
狭
衣
』
も
、

一
一
者
と
比
べ
た
場
合
託
、
各
々

り
、
さ
ら
に
、
物
語
と
の
関
わ
り
の

る
O 

ず
」

h

号

、

f
」
争
品
、

t
オ
し
吋
J
t

八
表

2
V
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
〈
通
過
儀
礼

V
が
約
半
数
を
占
め
て
い

る。

八
年
中
円
行
事

V
は
各
巻
に
ほ
ぼ
均
等
に

て
は
い
る
が
、

氏
h

四
O
%
と
比
較
し
て
、

て
い
る
と
こ
ろ
に

が
あ
る
。

つ
ま
り
、

そ
の

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

空
間
と

に
依
存
す
る

『
源
氏
ト
は
、

こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の

の
働
き
が
、

わ
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の

そ
し
て
、

は
こ
れ
以
降
の

の

な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

は
、
巻
に
よ
っ
て
極
端
な
差
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
圧
倒
的
多
数
の

37 

心
と
し
て
、

も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

に
検
討
し
て
み
る
。

の

通
過
犠
礼
の
物
語
記
お
け
る
機
能

『
狭
衣
b

に
拙
か
れ
た
八
品
過
儀
礼

V
の
数
は
四
五

行
事
総
数
の
五
割
を
越
え
る

は
、
い
っ
た
い

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

が
各
々
一
一
一
七
%
・
問
。

%
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

ま
さ
に
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
も
、
八
表
2



示
す
よ
う
に
、
場
が
進
む
託
つ
れ
て
、

一
一
一
了
一
九
例
と
、
そ
の
数
が
増
加
す
る
。
そ
れ
誌
、

の
進
歩
老
熟
に
伴
い
、
微
細
な
点
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
だ
け
で

二
巻
よ
り
も
物
語
の
量
が
多
く

四
巻
と
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、

で
は
な
い
。
ま
た
、
ミ
、

ま
で
需
が
及
ん
だ
こ
と
、
お
よ
び
、
後
に
ゆ
く
ほ
ど
登
場
人
物
の
数
が
増
し
て
き
た
た
め
に
、

豊島:狭衣物語tとおける物語麗箆の方法7 

必
要
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
か

ん
で
、
重
要
な
要
因
を
含
ん
で
い
る
。

で
あ
る
む
だ
が
、
そ
れ
も
充
分
に
は
正
し
く
な
い
。
こ
の

に
多
く
の
通
過
儀
礼
を
取
り
扱

ち
だ
と
い
う
指
摘
は

(
8
)
、
一
面
で
は
そ
の

わ
な

ち
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
の
か
、
と
い

〈
表

3
V

巻宅会

中

2 

宅き

下

1 

上

I 

巻

1 5 
(ll%) 

の
一
・
五

る
よ
う
に
、
物
語
の
主
題
の
変
化
と
絡

認
似
氏
』
の

A.
伯
と
い

る
。
川
叫
に
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で

の
世
界
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て

し、。

八
出
家
・
逝
去

V
の

げ
い
よ
っ
て
、

る
。
そ
の
人
物

ι

、-，..-由自由J 、…削叫〆…

10 3 

の
純
一
ね
で
あ
る
の

成
人
〉
に
櫨
わ
る
行
事
は
、
叫
相

ト
の
設
定
を
意
味
す
る
。

た
な
人
物
合
物
語
に
登
場
さ
せ
る
。
い
わ
ば
、

の
こ
と
は
一
般
的
に
百
え
る
。

も

に
も
そ
の
こ
と
は
認
め
ら

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ま
ね
ば
な
ら

れ
る
。
人
物
を
登
場
さ
せ
、
ま
た
、

、冒園圃圃'白幽曲ヘ〆唱曲幽幽幽曲一'

13 

な
い
と
い
う
こ
と
自
体
、

の
を
考
え
る
上
に
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

『
狭
衣
』
は
通
過
儀
礼
の

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
あ
ま
り
の

数
の
多
さ
は
、
と
き
に
は
充
分
に
そ
の

せ
ぬ
ま
ま
に
、
物
語
に
組
み
込
ま
れ
て
い

、側四一ーへ/"回目ーー.../

19 

い
う
比
較
的
短
い
期
間
に
、

る
場
合
が
、
吋
狭
衣
』
に
は
あ
る
。

ま
た
、

ニ
一
一
例

も
の
〈
出
家
・
逝
去

V

世
界
、
そ
し
て
そ
の
、
王
題
を

の
こ
と
合

に
憶
さ
な
が
ら
、

考
え
る
場
合
に
、
銘
記
す
る

3
V
の
分
類
・
常
務
考
げ
い
し
て
、

な
お
、
吋
狭
火
h

の
筋
の
滞
が
を
持
議

て
み
る
。

て
、
殺
ご
と

ι述
べ
て
い

る。



8 

の

ザハ
ω

ニ、
、，
y
u‘

-
0
(
Q
d
〉

と

ぴ)

(一〉

源
長
官
・
飛
鳥
井
女
君
の
物
語
一
i
z
-
-

主
題
の
提
恭
[
|
〈
轡
一
〉

0) 

し
ほ
ど

ι
(
泌
氏
引
が
)

〈
一
例
)
と

(
一
例
〉
と
を
一
地
帯
に

0) 

こ
と
で
、

。〉

。)

お
い
て
も
、

第17号

~ 

0) 

か
の

弘前学院大学紀繋

前
に
)
思
ひ
か

と
し¥

で
あ
る

る
が
、
〈
飛
鳥
井
k

り
け
り
。

せ
に
け
り
。

て
ぞ
あ
り
け
れ
ば
、

〈
¥
一
土
計
制
が
)
亡
せ

、
〈
乳
母
は
)
い
と
わ

し
け
る
な
、
そ
の
を
と
こ

の

ひ
て
、
こ
の
(
飛
鳥
井
の
)
討
の

〈
飛
鳥
井
を
)
恩
ふ
心
っ
き

せ
け
る
に
、
(
威
慌
臨
は
)
お
ほ
け
な
き

て
、
か
か
る
わ
ざ
を
し
け
り
口
(
七
…
一
口
)

()) 

と
、
や
は

あ

な
っ
て
い
る
の
と

の
ほ
)
に

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の

登
場
の

る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

0) 

、
そ
の
様
に
脱
出
さ
れ

(
狭
萩

故
先
帝
の

の
場
合
は
、

て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
に

の
扶
衣
(
丘
二
一
氏
〉

の
よ
う
に
し
て
育
て

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

九
み
ふ
、

l
;
 

、
そ
の

み
B

血、

の
歌
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

の
で
あ
る
。

で
あ
る
0

・また、

、
L
k
e

h

ァー

そ
し
て
、
狭
衣
の
源
氏

ぴ〉

の
プ
ロ
ッ

っ
て
い
く
の
で
あ

ゐ
。
巻

ぴ)

に
主
ハ
ソ
て
、

る
、
一
一
盛

は
一
途
に

る
段
、
ど
、

(
女
子
〉
と
共
に
、
巻

ぴ)

そ
し
て
、

た

に
ヲ
き



い
ず
れ
も
ほ
ぼ

て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

の
一
人
な
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、

々
の
物
語
の
賞
は
異
な
る
が
、

あ
っ
た
の
で
あ
る
c

ι遡
っ
て
そ
の
出
自
在
明
示
す
る
べ
く
拙
か
れ
た
、
逝
去
に
関
わ

〈ニ〉

女
二
宮
の
物
語
i
i心
な
ら
ぬ
伸
i
!
〈
場
ニ
)

浩
二
に
は
、

る
。
そ
の
う
ち
、

(J) 

の

O 
女

男
子
誕
生

そ
の
院
議

。
O
七
日
荻
の

:狭衣物語における物語展開の方法

ま
た
、
出
宋
・

に
つ
い
て
は
、

大
宮
の

O 

そ
の

グ〉

の

で
あ
る
。

…
条
院
の

〈
後
述
)

た
男
御
チ
は
、
母
・
女
二
宮
の

ほ
大
胃
は
狭
衣
を
恨
み
な
が
ら
逝
去
す
る
と
い
う
結
岡
県
を

し
て
、
大
宮
と

の
子
を
生
む
こ
と
で
、
母
大
宮
〈
盛
大
沼
官
)

以
Fと
の

で、

が
、
誰
れ
の

も
知
ら
せ
ず

〈
嵯
峨
院
〉
と
の

の
持
つ

に
関
す
る
も
の
は
、
次
の

、。

O
五

ーノ門花、。

κ
U
Aぷ
t
1
u
v

O 
女

〈
絡
峨
腕
)
の

。
一
条
院
の

の
出
家
。

っ
て
、

女
二
宮
と
の
物
語
の

し
て
い
る
。

し

て
ら
れ
る
。
し
か
し
、
女
二
情
と
そ
の
父
組
織
院
と
は

ジ〉

の
で
あ
る
。

上
は
、

取
り
分
き
限
り
な
く
忠
ひ

ひ
て
い
〈
間
七
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、

ひ
問
え
さ
せ

た
ち
・
心
よ
り
は
じ
め
て
、
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
を
、

は
、
そ
の

つ
ま
り
、
八
一
六
人
の
迎
え
を
辞
退
さ
せ

に
与
え
よ

女

に
と
っ
て
、

~;t 

う
と
し
て
、

か
け
る
。
「
身
の
し

う
〉
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

に
ま
き
り
こ
そ
せ
め
〈
五
一
一
良
〉

し
ろ
ご
ろ
も

の
「
か
の
〈
帝
の
)
御
気
色
あ
り
し
身
の
代
衣
〈
女
一
一
符
〉
は
、

い
と
か
た
じ
け
な
き
こ
と
に

皆
川
の

の
し
ろ
衣
そ
れ
な
ら
ば
少
女
の

と

へ
の
思
い

V
を
抱
き
続
け
る
の
で
あ
る
c

か

〕そ」〈ムハハ
O
頁
〉
と
い
う
訓
戒
に

か
さ
ず
、

9 

し〈間一氏〉

で
あ
っ
た
。
狭
衣
の
笹
に
感
動
し
た

ん
か
へ
し
っ
と
思
ひ
な
持
、
が
そ
天
の
羽
衣
」
(
五

O
珂〉、

、
狭
衣
は
、

つ
ま
り
、

女
ニ
宮

き
問
、
え
さ



10 

ほ
か
ざ
ま
に

の

と

か
め

と
も
〈
六

O
頁
)

て
思
い
を
容
せ
ま
い
と
す
る
、
狭
衣
の
白
い

こ
と
に
終
始
す
る
の
で
あ
る
。

で
、
巻
二
に
入
る
と
す
ぐ
に
女
二
宮
の
話
が
再
伴
上
す
る
9

そ

し
て
ま
だ

の
な
い
ま
ま
に
、

に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

る
女

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の

を
、
大
宮
は
決
意
す
る
。

「
ひ
め
一
宮
〈
女
一
一
宮
)
の
、
ま
づ

第17サ

今
少
し
の

殿
(
狭
衣
の
父
〉
よ
り
な
ど
、
〈
見
舞
い
の
人
々
が
)

が
わ
せ

へ
ば
」
と
て
、
奥
深
ふ
お
は
し
ま
ざ
す
む
〈
一
五
八
真
)

弘前学院大学紀要

(
女
一
一
宮
〉
を
ば
、

女ー

F
】

9

J

四

半
j

ゃ
i

に
は
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

女
二
世
の
父
〈
帝
〉
も
、
こ
の

の

い
返
り
参
り
て
、

と
い
う
帝
の

に
鷺
い
得
る
。

そ
の
後
、
七

の
祝
い
も
、
過
ぎ
、

の
ほ
ど
に
、
(
大
宮
は
)

と
、
女
一
一
何
を

い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

物
語
に
はの

七
日
ご
と
の

女

だ
の
で
あ
る
ご
二
六

t
一一一一二頁
Y

の
成
り
行
き
を
知
つ

た
ふ
う
に
装
う
こ
と

病
に
陥
る
。
そ
れ
で
も
一
一
討
を
案
じ
、

ち
、
〈
文
二
同
》
げ
を
〉
か
か
え
潜
り
て

る
程
に
、

に
や
」

ひ
て
、
(
女
房
達
は
)
瞭
き
人
々
を
許
せ
ず
、

の
御
使
い
、
大

騒
ぎ
、

し
か
り
け
れ
と
、
(
乳
母
連
は
)

っ
て
い
る
の
は
、

と
数
人
の
女
房
達
の
み
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

た
こ
と
に
し
て
、
人
々

の
儀
式
に
お
い
て
、

い
。
そ
の
こ
と
は
、

と
奏
す
れ
ば
、
(
怖
は
〉
「
い

り
。
(
一
軍
八
真
)

と
開
か
せ
紛
ひ
で
、

や
、
例
の

ち
の
心
も
ゆ
る
ん

叫

r
」
、

i
u

・

い
も
よ
く
な
っ
て
、

山
(
一
六
一
一
良
)

は
、
そ
れ

て
は
川
町
る
娘
の

、竜
寺

V

し、

0) 

っ
て

の
死
広
よ
っ
て
、
急
速

へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
る
。

三
六
一
一
真
)
は
、

〈
二
八
一
一
一
一
氏
)
。
そ
し
て
、
そ
の

に
、
女
士
宮
は
「
そ
こ
ら
多
か
る
宮
の

同

っ
て



中
の
人
々
、
泣
き
合
ひ
た
る
」
(
一
六
六
頁
)
汽
ノ
ち
に
、
「
そ
の

(
問
問
頁
〉
う
と
、
出
家
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
追
う
か
の
よ

う
に
、
女
一
一
宮
の
若
佐
れ
が
五

の
祝
儀
を
終
え
る
と
土
八
二
一
良
〉
、

嵯
峨
院
も
、
譲
位
し
、
出
家
を
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
八
九
一
氏
)

場
一
一
の
初
め
で
、
狭
衣
と
の

時
大
宮
の
逝
去
、
父
帝
お
よ
び
女
ニ

の

し、

っ
て
、

ほ
ぼ
終

ら
れ
た
八
女
二
宮
の

と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。

主
人
公
狭
衣
の

女-

早
々

に
と
っ
て
は
、

、
1
u
v
 

女
一
一
躍

一
時
の
心
の
慰
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
女
一
一
宮
は
出
癒
し
て
も
、

た
こ
と
で
、
相
続
更
衣
の
如
く
、
後

思島:狭衣物語における物語展開の方法

と
す
る
物
語
の
設
定
を
意
幽
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
宮
が
死
の

に
詠
ん
だ
、

翼
井
ま
で
生
ひ
の
ぼ
ら
な
ん
種
ま
き
し
人
も
場
ね

の
若
松
三
五
九
頁
〉

よ
っ
て
、
あ
る
い
は
若
宮
の
物
語
が
展
開
さ
れ
る
構
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

と
も
推
察
さ
れ
る
。
狭
衣
が
巻
二
三
一
二

O
一
員
〉
で
、

女
一
一
宮
と
初
め
て

の

ジ〉

て
登
場
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
狭
衣
が
皇
位
に
即
く
た
め
に
は
、
昌
一
女
も
し

と
し
て
、
女
二

一
氏
の
ご
指
摘
が
あ
る
(
日
)
。
巻
一
で
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

の
鹿
後
に
登
場
し
た

で
あ

ヘ
向
け
て
大
き
く
作
用
す
る
重
要
な
要
閣
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、

る
と
い
う
事
憶
も
考
惑
す
れ
ば
、
こ
の
女
一
一
宮
の
若
宮
が
、
狭
衣
の

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で

に
あ
る
。
巻
二
で
の
女
二

啓
一
一
一
中
段
句
者
宮
の

巻問問

の
議
式
を
迎
え
る
な
ど
、
成
人
後

も
あ
る
。

の

で
は
、
あ
る
い
は
作
者
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の

て
、
後
に
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
Q

ァーー、ノ
u'pσ 

〈三〉

源
氏
宮
の
物
欝
ニ
i
i
l離
れ
ゆ
く
恋
i
l
i

巻
一
一
で
の

一
条
院
の

っ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。

の
う
ち
で
、

女
一
一
宮
が
出
家
し
た
後
に
、

女
二
百
の
所
へ
忍
び
入
る
。
し
か
し
、
女

女

そ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
。
巻
二
の

十仇

出'

っ
て
、

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

L

ぶ
に
は
、

大
倣
貯
金
な
ど
近
く
な
り

ιけ
れ
ば
、

る
」
と
聞
き
給
ひ
て
、

(
狭
衣
〉
の
心
の
中

11 



12 

は
、
い
か
ば
か
り
あ
ち
ん
。
つ
九
O
貰〉

と
、
大
嘗
会
を
機
会
に
、

の
大
嘗
会
を
契
機
と
し
て
、

の
行
動
が
記
さ
れ
、
狭
衣
の

し
て
入
内
す
る
設
定
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

苦
惟
す
る

に
再
び
押
し
出
そ
う
と
い
う
わ
け
だ
c

の

と
こ
ろ

こ
の
直
後

ι、
一
条
院
が
揖
御
し
た
。

ふ
程
に
、

」
条
院
の
、
こ
の

H
頃
併
な
ら
ず
思
し
け
れ
ど
、

せ
給
ひ
て
、

、
忍
び
過
ぐ
さ
せ

折
々
胸
を
き
へ

う
ち
〈
新
帝
〉
の
出
品
し
鳴
く
さ
ま
世
の
常
な
ら
ず
。
〈
一
九
三
頁
)

第17号

か
ら
で
あ
る
。

の
公
事
が
集
中
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
が
そ
れ
だ
。
そ
の
う
ち
の
一
一
一
例
、

の
二
度
紅
一
旦
る
交
替
〈
磐
線

ω・鈎)、
お
よ
び

の
生
き
方
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
。
斎
王
の
交
替
が
要
求
さ
れ
た
の
交

の
な
い
事
件
だ
。
だ

そ
の
結
果
、

つ
ま
り
、

替

弘前学説大学結要

「
誰
か
代
り
に

せ

ふ
べ
き
」
「
女
宮
も
こ
の

頃
は
お
は
し
ま
さ
ず
L

「
源
誌
の
宮
の
〈
轡
宮
妃
と
し
て
の
)
内
議
参
り
ゃ
い
か

な
ど
、
株
入
、
ゃ
う
や
う
言
ひ
出
づ
る
を
:
:
:
。
(
一
九
五
真
)

の

の
交
替
を
要
請
し
、
適
当
な
女
宮
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

の
入
内
ま
で
も
危
う
く
な
る
、
と
い
う
構
密
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、

〈
一
九
五
貰
〉
と
、

の
斎
院
が
決
定
し
た
。
同
じ
く

(
諏
氏
門
的
〉
を
我
よ
り
前
に
誰
か
折
る
べ
き
L

(

一
九
四
其
)
や
、
市
い
な
ど
に
よ
っ
て
、

ア
」
中
仇
、

t
t
 

の

「
神
代
よ
り
標
引
数
結
ひ

の

「
と
か
く
誰
も
定
む
べ
き
方
な
く
て
、
〈
源
氏
留
が
斎
院
に
〉
さ
だ

ぬ
る

(
嵯
峨
院
〉
の
(
女
〉
一
一
一
の
宮
ぞ
岩
さ
せ
給
ひ
に
け
る
」
〈
同
頁
〉
と
な
っ
た
。

狭
衣
の
手
の

ね
た

て
、
明
暮
妬
く
心
や
ま
し
き
心
の

な
い
所
へ
と
遠
ざ
か
っ
た
。
そ
れ
広
対
し
て
、
狭
衣
は
、

工
ゐ
工
、

f
b
f
b
 

か
あ
か
と
胸
あ
き
ぬ
る
心

の
で
あ
る
。
さ
ら
広
は
、
狭
衣
の
心
が
普
通
の
男
の
よ
う
に
、

う
と
、
む
し
ろ
、
さ
ば
さ
ば
し

で

契
っ
た
り
、
ま
た
、
女
二
宮
が
出
家
し
た
後
に
狭
衣
の

のよ女一一一官

っ
た
、

っ
て
い
た
な
ら
ば

と

し

ひ
て
や
あ
ら
ま
し
L

〈
同
頁
〉
と
ま
で
思
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
斎
正
の

て
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
の

に
対
す
る
作
者
の

に
は
、
あ

と
強
引
に

に
絶
え
給
の
み



で
作
者
の
批
評
の
質
を
解
く
こ
と
は
す
ぐ
に
は
出
来
な
い
。
こ
こ
で
は
、
無
論
、
狭
衣
を
賞
賛
す
る
た
め
に
、
斎
王
の
件
が
も
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、

狭
衣
の
思
慕
し
続
け
る
女
性
を
、
斎
院
と
い
う
手
の
届
か
な
い
所
に
置
く
と
い
う
構
想
は
、
『
狭
衣
』
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

源
氏
宮
は
斎
院
峡
所
で
の
「
例
の
作
法
の
事
ど
も
な
と
」
(
二

O
一
頁
)
の
御
棋
の
儀
を
終
え
て
、
初
斎
院
に
入
っ
た
。

そ
の
後
、
巻
三
下
段
に
至
っ
て
、
本
斎
院
の

御
棋
の
儀
が
行
わ
れ
る
(
三

O
四
頁
)
。
だ
が
、
狭
衣
と
の
物
語
は
深
ま
ら
ず
に
、
こ
の
巻
二
を
以
っ
て
、
源
氏
宮
の
物
語
は
、

事
実
上
の
終
幕
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

(四)

¥
ノ
/

飛
鳥
井
女
君
の
物
語
ニ
|
|
死
後
に
偲
ぶ
|
|
(
巻
三
)

/
¥
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巻
三
に
記
さ
れ
た
通
過
儀
礼
は
二
ニ
例
(
八
表

1
V八
表

2
V参
照
)
。
そ
の
う
ち
九
例
が
、
飛
鳥
井
女
君
に
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
逝
去
の
記
述
の
六
例
は
、
全

て
飛
鳥
井
女
君
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
五
例
が
、
巻
三
の
上
段
の
部
分
に
記
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
巻
三
は
、
巻
一
の
後
半
を
継
承
し
て
、
飛
鳥
井
女
君
の
死

を
語
り
、
そ
れ
を
偲
ぶ
物
語
で
あ
る
。

女
君
の
生
存
を
知
る
(
一
二
三
頁
)

0

し
か
し
、
巻
二
一
に
入
る
と

巻
二
の
最
後
の
部
分
で
、
粉
河
寺
に
詣
で
た
狭
衣
は
、
偶
然
に
飛
鳥
井
女
君
の
兄
の
僧
侶
に
逢
い
、

す
ぐ
に
、
そ
の
僧
の
行
動
か
ら
、
「
妹
(
飛
鳥
井
女
君
)
、
さ
は
亡
く
な
り
け
る
に
こ
そ
」
(
一
一
一
一

O
頁
)
と
、
女
君
の
死
を
確
信
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
と
な
け
れ
ど
、
そ
の
程
よ
り
、
睦
ま
し
う
思
す
僧
と
も
に
一
一
一
一
口
ひ
っ
け
給
ひ
て
、
七
日
七
日
ま
で
の
弔
ひ
を
ぞ
、
い
み
じ
う
忍
び
て
し
給
ひ
け
る
。
(
一
一
一
一
一
頁
)

と
、
そ
の
法
要
を
営
む
。

こ
の
後
に
、
出
家
し
た
女
二
宮
と
、
洞
院
上
の
養
女
・
今
姫
君
の
挿
話
が
あ
る
。
こ
の
今
姫
君
は
、
飛
鳥
井
女
君
と
従
妹
で
あ
る
と
い
う
設
定
を
す
る
こ
と
で
、
飛

鳥
井
女
君
の
そ
の
後
の
情
況
が
語
り
出
さ
れ
る
。
今
姫
君
の
母
代
の
話
で
あ
る
。

(
飛
鳥
井
女
君
は
)
世
に
知
ら
ず
美
し
き
子
(
女
子
)
を
生
み
た
り
け
る
は
、

さ
い
つ
頃
、
他
に
な
り

い
か
に
と
か
や
、
そ
の
案
内
え
申
さ
じ
。
明
暮
物
思
ひ
て
、

て
こ
そ
は
亡
せ
侍
り
に
け
れ
。
(
二
四

O
頁
)

飛
鳥
井
女
君
の
女
子
出
産
、

お
よ
び
、
女
君
の
逝
去
が
確
認
さ
れ
た
。
狭
衣
は
、
女
君
が
居
た
常
磐
尼
の
所
を
訪
れ
、

女
君
の
兄
(
僧
)
に
会
い
、
詳
し
く
事
情
を
知

四
十
九
日
に
な
り
侍
る
」
(
二
四
三
頁
)
こ
と
も
知
る
。
さ
ら
に
、
常
磐
尼
か
ら
、
女
子
の
行
方
を
聞
く
。

(
女
子
が
)
世
に
知
ら
ぬ
愛
し
さ
を
聞
か
せ
給
ひ
て
、

る
。
「
明
日
な
ん
、

一
口
聞
の
申
日
の
、

い
み
じ
う
ゆ
か
し
が
ら
せ
給
ひ
し
か
ば
、

百
日
の
折
に
、
(
一
品
宮
の
所
に
、
女
子
を
)
参
ら

13 
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せ
給
へ
り
し
を
、
や
が
て
、
(
そ
の
女
子

-Z
留
め
さ
せ
給
ひ
て
、

飛
鳥
井
女
潜
の
女
子
は
、
以
外
に
も
、
百
日
の
祝
い
の

ま
た
し
て
、

思
し
召
し
か
し
づ
く
:
:
:
。
(
二
円
六
頁
〉

の
所
で
養
育
さ
れ
て
い
た
。

ら

の

で
い
た
。
死
し
て
後
も
、
山
伏
衣
を
初
め
と
す
る
鼎
罰
の
者
の
、
心
を
騒
立
た
性
、
や
が
て
一

せ
る
こ
と

ι〉

に
な
る
。
し
か
し
、

逝
去
し
た
。

し
て

た

狭
衣
と
の
間
に
成
し
た
女
子
も
、

の
許

っ
て
い
る
む

の
夕
顔

こ
れ
も
ま
た
夕
顔
と

に、

の
心
裡
に
強
く
そ
の
影
を
桟
し
て
去
っ
て
い
く
。

器
三
の
上
段
、
お
よ
び
中
段
の

、
飛
鳥
井
女
君
の
記
述

て
い
る
の
で
あ
る
。

0) 

に
単
っ
て
、

で
あ
る
お

ぴ〉

姫
君
の
議
活
の
こ
と
ハ
間
五
六
頁
〉
。

O

の
逝
去
(
前
京
)
。

O

の

〈
四
六
一
」
真
〉
。

第17号

の
一
一
一
例
の
記
事
に
よ

あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
開
に
は
、

ι) 

0) 

な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
治

ほ
と

(
家
で
の
飛
鳥
井
女
釈
の
法
要
の
)
こ
と
、

年
の
果
て
に
は
、
か
の

せ
さ
せ
給
ひ
け
り
口

何
事
を
か
は
L

と、

経
・
仏
の

の
し
る
し
に
は

弘龍学院大学紀弼

な
べ
て
な
ら
ず
せ
さ
せ
給
ふ
。

て
た
り
。
(
エ
九
七
支
)

「
自
の
山
中

に
も
な
る
ば

と
い
う
、
狭
衣
の
心
を
尽
く
し
た
供
養
を
も
っ
て
、
突
質
的
な
飛
鳥
井
女
君
の

終
え
る
こ
と
と
な
る
。

(五)

一
品
寄
の
物
語
i
i盟
ま
ぬ
結
婚
l

i

港…一一の

う
ち
、
一
…
一
例
を
殺
し
て
い
た
。
そ
の
一
一
一
例
の
う
ち
の

で
あ
る
。

っ
て
い
る
。

。)

ハ
結
婚
の
)
そ
の
夜
に
な
れ
ノ
て
、
殿
・
付
信
な
と
、
〈
狭
衣
を
〉

て
、
ハ
一
品
宮
の
許
ヘ
〉
い
だ
し
事
ら
せ
給
ふ
き
ま
、
思
ひ
や
る
べ
し
。
ハ
一
…
七
一
…
一
…
凡
)

-
狭
誌
と
、

〈
細
川
川
大
殿
の
凡
〉
の

で
あ
る
。

で
あ
っ
て
当
然
だ
。

ぴ)

従
凡
妹
に
当
た
る
こ
の
二
人
の

に
決
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の

で
述
ベ

な
っ
た
の
は
、

ぴ〉

で
あ

、
す
T
に

っ
た
。
姫
君
が

に
忍
び
入
っ
た
。
そ
こ
を
、

に
患
い
を

の
許
で
養
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
姫
君
を
一
目
見
ょ
う
と
、

の

寄
せ
て
い

に
発
見
さ
れ
、
一
…
人
の
あ
ら
ぬ
仲
を
噂
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

に
恋
文
を
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
〈
問
。
一
良
ー
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
一

な
い
。
こ
こ
で
の

の



ぴ〉

て
悲
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

の
物
語
は
既

で
は
、

一
品
川
が
継
続
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
後
の
潜

の
こ
と

っ
て
い
て
も
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
で
、(一一九
O
一氏〉、

っ
て

た
女
二
何

グ〉

ま
た
、
巻
四

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
(
四
五
六
京
〉
む
こ
の

こ
れ
ま
で
の

ι) 

小
火
が
正
式

で
、
飛
鳥
井
女
君
の

た
女
性
で
は
あ
る

て
い
る
、
と
い

そ
の

は
、
そ
の
後
、

、
例
の
事
な
れ
ば

や
る
べ
し
。
(

J

一
七
八
頁
〉

県.r:ii:狭衣物語における物語展開の方法

と
、
婚
礼
後
…
一
一
日
討
の

い
も
済
ま
せ
る
む
だ
が
、
狭
衣
品
、

て
い
る
女

に
後
朝
の

に
宛
て

み
る
こ
と
も
な
く
、
連
か
後
の
巻
四

で、

い
て
は
お
ら
ず
、

以
後
、

冷
た
い
。
そ
の

新
た

と
の
開
に
は

そ
0) 

の

っ
て
(
四
四
一
一
一
一
丸
〉
、

第
去
す
る

か
ろ
う
じ
て
締
め

こ
と
と
な
る
G

〈六〉

源
氏
富
の
物
翻
一
一
一
と
女
二
宮
の
物
語
ニ
!
;
初
期
構
想
の
終
結
i
j
j

ノ

イ

¥

/

ミ

、

狭
衣
に
、

の
結
婚
ま
で
余
犠
な
く
さ
せ

。)

、
実
質
的
に
は
す
で
に
終
幕
し
て
い
る
む

せ
た

つ
の
は
、
源
氏
宮
と
女

い
う
こ
と
に
な
る
。

で、

と

ど
も
ま
で
、
げ
に
、
か
ね
て
開
き
し
に

で

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
巻

氏
宮
の
)

、
例
の
こ
と
〈
儀
式
〉

に
な
る
ば
か
り
せ
さ

け
り
。
〈
一
一
一

O
門
真
)

と
も
な
る
べ
き
、
盛
大
な
儀
式
で
あ
る
a

、
人
の
い
な
い

っ
て
は

長〈
を

、‘

Z
働コ

カ
り
た
《

(一一一
O
五
頁
)

(
斎
腕
)
は
、

伊j
0) 

(
向
頁
)
と
、
賀
茂
祭
を
行
う
Q

ま
た
、

十
一
月

て、

の
夜

ιも
な
れ
ソ
ぬ
。
例
の
、

-
上
達
部
、
〈
議
院
に
)
参
り
集
ひ
で
、

い
と
ど

15 

0) 

物

に
お
い
て
初
め

で
き
よ
う
。

の
で
あ
る
Q

残
さ
れ
て
い
る

て
で
あ
る
。

川
原
に
お
涼
し
ま
し
た
る
(
諜

に
苦
い
寄
る
。
だ
が
、
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経
火
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
思
よ
り
も
さ
や
か
な
り
。
(
一
一
一
二
八
一
氏
〉

と
、
相
嘗
の
神
事
、

〈
一
例
〉
と

〈
ニ
例
〉
と
わ
な
背
景
に
し
て
、

な
措
置
4

が
続
く
。
華
や

は
描
出
さ
れ
て
い
る
。

γ
」

争
z
h

、

t
v
y
 

一
五
例
の

に
関
す
る
記
事
が
あ
る
(
八
表
2
〉
掛
照
)
。
だ
が
、
そ
の
半
数
以
上
は
臨
め
て
簡
単
な
記
述
で
終
わ
る
、

そ
の
中
で
、

氏
関
わ
る
こ
の
ニ
例
は
、

ど
れ
程
一
軍
閥
抗
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
、

で
あ
る
。

そ
こ
に
も
窺
い
得
る
。
ま
た
同
時

に
、
こ
こ
を
以
っ
て
、

て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
源
氏
宮
の

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
も
、
ま
さ
に

し
い
と
当
日
え

る
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、

巻
三
が
終
わ
る
こ
と

え
ば
、

に
対
す
る

一ア

:γ
と
寸
る

は
、
こ
こ
を

以
っ
て
絡
わ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

第17J号

そ
れ
は
、
女
ニ
官
に
対
す
る
巻
…
一
一
で
の

。〉

〈
間
関
〉

、ノ↑
L
A
J
、‘

f
I
l
U
4
i

，
プ
カ

で
き
る
。

た
よ
う
に
、
巻
一
一
下
段
に
あ
る

に
よ
っ
て
、
女
一
一

、
実
質
的
に
は
絡
末
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
後
も
、

ぴ〉

た
女
一
一
宮
の
許
に

っ
た
。
だ
が
、

。〉

弘前学説大学紀要

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
巻

女

の
終
わ
り

0) 

ぴ)

神

ト

T
」

争
ι

血、

・打Uz
'
2ム
ν

・

T
」

、

-
L
U

‘
 

-
〈
女
二
宮

や
が
て
、

の

が
〉
心
尽
く
し
た
る

て
、
尊
く
め
で
た
き
広
も
、
お
も
し
ろ
き
所
多
か
り
。
(
一
一
一
一
六

t
七
点
)

〈
狭
衣
の
俳
人
〉
を
初
め
、
多
く
の

に
、
突
に
盛

の
こ
例
の
行
事
と

大
な
犠
が
詳
描
容
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
一
つ
の

な
が
ら
も
、
「
い
と
ど
、
幻
の
枇
〈
現
役
〉
を
背
き

た
女

さ
せ
粕
へ

き
を
思
し
刀
泊
さ
れ
て
、

JL" 

〈
一
一
二
七
一
員
)
と
、
今
の

る
の
で
あ
る
。
ニ
併
の

へ
て
ん
打
は
せ

に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
こ
の

の
む
女
二

の
心
に
対
す
る
鎮
魂
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
女
工
官
の
物
語
の
終
結
で

し、

も
あ
る
は
ず
だ
。

女

た
。
し
か
し
、
そ
の
若
宮
の
物
語
を
き
引
き
続
き
揖
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
要
素
は
認
め

い
。
飛
鳥
井
女
君
の
姫

君
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

飛
鳥
井
女
君
な
ど
の
、
挟
衣
と
関
わ
っ
た
主
要
な
女
性
達
の

女

、
巻
…
一
一
の
下
段
を
以
っ
て
、
す
ベ

つ
ま
り
、



て
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈七〉

女
一
宮
の
物
語

i
i主
題
の
変
斑

i
i
e
(巻
四
〉

女

、
あ
っ
た
が
(
巻
一
品
下
校
一
九
百
五
〉
、

の
析
に
そ
の

つ
ま
り
、
先
惜
の

し
か
し
、
妹
の
女
王
宮
が
斎
宮
と
な
る
の
で
あ
る
(
一
九
五
氏
〉
。
同

〈
大
符
)
と
の
間
に
は
女
御
子
が
一
一
一
人
い
る
の
だ
が
、
自
由

の

で
あ
る
の
は
女
一
慌
た
だ

の
で
あ
る
。

の
身
で
あ
る
(
一
六
六
京
〉
む

じ
く
妹
の
女
一
一

す
で
に

住島:狭衣物詰における物語撰捕の方法

て
、
に
わ
か
に
女

の
入
内
が
ク
ロ

ズ
ア
ッ
プ

の
御
身
は
、
な
か
な
か
任
せ
難
か
り
け
れ
ば
、
(
女
一
宮
は
)

た。

と
、
あ

の
進
ま
ぬ
ま
ま
に
、
女
一
宮
は

文
脈
上
に
ほ
と
ん
ど
必
然
性
の
な
い
女

つ
て
の
調
で
あ
る
。
突
際
に

に
絡
む
プ
ロ
ッ
ト
が
、
巻
一
一
一
と
巻
田
と
を
直
接

と
だ
9

勿
論
、

の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
巻

」
と
が
で
き
る
c

物
語
の

マ
を
擦
の
き
、

内
に
は
、

で「〆

の
も
の
で
あ
っ
て
、

当
帝
(
後
一
条
説
〉
に

た
c

巻
こ
の

の
入
内
に
含
ま
れ
る
獄
味
は
何
か
む
そ
の
最
大
の

の
出
家
の

に
お
い
て
、
構
想
を
変
更
し
、

に
寄
せ
る
狭
衣
の

は
い
な
く
、

一
宮
た
だ
一
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

地

問

の

〈一一ニ一一久〉

は
、
機
一
一
一
と
巻
四
と
を
繋
ぐ
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

せ
て
い
る

せ
よ
う
と
し

新
た

い
た
手
段
で
あ
っ
た
と
見
る

い
う
一
ア
l

マ
は
、
す
で
に
巻

ら
れ
な
い
c

怒
ら
広
は
、
こ
の

っ
て
格
末
を

て
い
た
。
女
一
宮
の
入

の
処
置
を
施
し
た
と
い
う
意
味
あ
い

巻
田
の

(一一一六八

i
九
瓦
〉

る、

た
と
し
て
も
、
特

の
も
の
に
し
て
も
、
燃
紫
の

に
残
す
と
い
う
質
の
も
の
で
も
な
い
。

。
女
一
宮
に

と
し、

(
一
例
〉
の

と
い
う
質
の
も
の
で
は
な
い
。

位
、
ま
た
、

せ
た
(
一
ニ
七
O
瓦
)

17 

O 

の
能
強
。

O
女
一

な
る
。

で
あ
る
。
だ
が
、

に
、
そ
の
帝
を

入
内
に
よ
っ

ろ
、
こ
の

(
後
一
条
院
〉

の
脊
在
を
も
情
的
え
て
、
狭
衣
を
帝
位

こ
れ
ら
の
た
め
に
、

〈
女
一
宮
〉
と

の
流
れ
の

せ
る
と
い

巻
三
ま
で
の
物
語
を
考
え
合
わ
せ

T

い+」肌、

t
t
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た
場
合
、
ど
う
見
て
も

(八)

帯
柑
中
将
の
妹
裳

巻
山
で
中
心
と
な
る
プ
口
ッ
ト
は
、 な

い
の
で
あ
る
。

(
藤
盤
)
の
物
語
1

1

安
易
な
る
大
回
向
!
i
L

れ
、
や
が

ジ〉

0) 

あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
問
で
の
通
過
犠
礼

る、

し
て

¥
2
J
-

、，，、ノ、

A
U
4

円
ノ
中
γ4

で
が
妹
討
に
関
わ
る

や
せ
ま
し
し
た
が
芯
の
つ
ま
L

〈
一
二
四
頁
)
と
い
う

」
の
女
性
は
、
巻
一
一
一
の

で
あ
る
こ
と
か

る。

に
よ
っ
て
、

の
狭
衣
に
そ
れ
と

に
お
い
て
、
兄

そ
の

の

第17号

え
て
、

、
巻
田
を
繋
ぐ
最
大
の

弘前学院大学紀投:

っ
て
い
た
か

と
。
さ
ら
げ
い
は
、
一
一
人

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
c

ぴ〉

つ

の

の

そ
の
方
法
が
こ
こ
に
も
用
い

る
こ
と
自
体
、

か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
c

い
わ
ば
、
何
め
か
の

の
策
な
の
で
あ
る
心

以
後
、。…

一
人
の

〈
中
段
〉
。

と
、
華
々
し
い

る。

明
ら
か

あ
た
り

ιあ
ら
ず
と

て
い
た
人
で
あ
っ
た
。

に
も
多
少
は
そ
の
気
が
あ
っ
た
の
だ
が
つ
一
一
六
支
)
、

し
」
〈
刊
瓦
)
と
評
す
る
こ
と
で
、

し
て
終
え
て
い
た
。

」岬

の

と
狭
衣
と
の

で
、
作
者
が
ど
こ
ま
で
そ
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
巻
一
エ
の

あ
る
む
つ
ま
り
、
帯
四
の

る
こ
ろ
か
ち
、
よ
う
や
く
妹
認
と
の

っ
て
い
る
こ

に
入
っ
て
、
女
一

0) 

た
め
に
、

夜〉

(
式
部
卿
陸
上
)
の
出
家
〈
上
段
Y

お
よ
び
逝
去
・

(
中
段
〉
と
い
っ
た
通
過
儀
礼
を
踏

。)

な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
逝
去

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(}) 

は
じ
め
て

の

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
主
閥
抗
人
物
を
起
用
す

0) 

で
あ
っ
た
。

の

て
い
る
わ
け
だ
。

に
な
っ
て
そ
れ
が
持
わ
れ
て
い

に
お
い
て
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
す
で

。〉

。〉

十仇

い
。
つ
ま
り
、
そ
の

な
ら
な
い
と
い

て、

。

〈
以
上
、
下
段
)
。

C 

O 

し
て

(}) 

け
だ
。
し
か
し
、
こ
う
し

、
巻
一
一
一
ま
で
に
描
い
て
き

北
ベ
た

ぴ)

(}) 

敢
え
て
巻
四

問、川

、‘
 

.• 
w
 

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

。J

(}) 

ぴ)

そ
こ



と
は
容
易
だ
。
ま
た
、

想
の
変
化
を
、
作
者
の

は
、
構
想
に
変
化
の

。
女
二
常
の
若
宮
の

そ
の
内
的
要
素
と
し
て
本
来
的

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
巻
問

て
き
た
質
的
な
而
か
ら
の

の
産
物
と
し
て
一
途
に
せ
め
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
妥
当
で
な
い
と

こ
こ
で
の

し、

し
か
し
、
少
な
く
と
も
、

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
作
者
も
違
和
惑
を
覚
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
。
そ
れ
は
、
巻
西

の
一
一
最
終
部
分
に
、

飛
鳥
井
女
君
の
姫
君
の

の
逝
去
。

O
飛
鳥
井
女
君
の
供
養
。

と
、
た
て
続
け
に
記
述
さ
れ
る
行
事
全
通
し
て
、
巻
一
一
一
ま
で
の

の
行
帯
の
記
事
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
華
々
し
き
の
中
広
、
巻
開
門
ま

同
時
に
、
巻
四
の
中
段
紅
一

壊島:棋衣物諮における物語展諾の方法

で
を
以
っ
て
、

毘

巻
聞
の
物
語
を
か
ろ
う
じ
て
関
連
づ
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
G

そ
し
て

ιは
五
例
ハ
す
べ
て
狭
衣
帯
〉
の
、

の
終
幕
を
計
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま

め

と

輔
慨
し
て
い
る
。
た
だ
、

巻
ご
と
に
主
要
な
女
性
を
登
場
さ
せ
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
す
で
に

物
語
プ
ロ
ッ
ト

極
端
に
多
用
さ
れ
て
い

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
み
ら
れ
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ

の
方
法
を
、
『
狭
衣
』
で
も
基
本
的
に

と
比
較
し
た
場
合
、
吋
狭
衣
』
は
幾
重
に
も
重
な
る
複
雑
な
物
語
の
接
相
は
、

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
女
性
一
人
一
人
の

の
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

一
人
一
人
の

の
結
末
を
も
、
そ
の

な
が
ら
進
ん
で
い
た
。
そ
こ

(J) 

の
世
界
を
支
え
る
碁
軸
の
多
く
が
、

い
う
畑
山
々
の
人
物
の

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

聞
と
い
う
比
較
的
短
い

通
過
儀
礼
を
多
用
す
る
こ
と
で
物
語
性
界
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、

の

浸
に
し
た
。

八
源
氏
宮

る
大

た
。
そ
こ
に
、

巻
四
に
宝
る
構
想
の

19 

の
作
者
が
無
意
識
の
う
ち

た
方
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

二
年

の
物
語
を
追
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
こ
と
ぷ
よ
っ
て
、
結
果
的
に

一
人
一
人
の

が
ら
、
し
か
も
、

た
集
中
的
な
物
語
の
世
界
は
描
き
切
れ
な
か
っ

足
掛
覚
』

な
が
ら
も
、

の
思
慕

V
と
い
う
テ
ー
マ

て
い
る
『
狭
衣
物
語
』
の
方
法
の
摂
界
を
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

は
、
物
語
全
体
を
通
し
て
見
た
場
合
、

あ
っ
た
。
そ
れ
を
敢
え
て
行
っ
た
最
大
の
理
出
は
、

い
わ
ば
安
易
と



加

最
初
の
狭
衣
物
語
の
構
想
は
、

源
氏

回
円
を
呂
ざ
し
た
構
想
そ
の
も
の
に
錨
値
を
認
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
ろ
う
。
一
一
一
谷
栄
一
氏
は
、

て
一
買
う
な
ら
ば
、

宮
へ
の
満
た
さ
れ
な
い
恋
の
昇
華
と
し
て
、

の
品
詰
め
に
影
響
さ
れ
た
上
、
中
、
下
品
の
三
人
の
女
性
が
鷲
場
し
、
特
に
そ
の
中
で
東
宮
妃
で
あ
る

の

宣
耀
殿
女
御
と
の
密
通
事
件
に
よ
っ
て
、
狭
衣
の
棚
手
が

そ
の
皇
子
が
皇
位
に
郎
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
源
氏
の
よ
う
に
、
狭
衣
昌
身
も
品
位
に
即
い
た
と

ら
れ
た
の
で
誌
な
い
だ
ろ
う
か
L

と
述
べ
て
い
る
ハ
口
三
こ
の
推
論
に
は
、
私
も
強
く
惹
か
れ
る
。

そ
れ
は
、

い
う
筋
審
を
も
つ

な
ず
ら

太
上
天
皇
に
擦
ふ
揚
位
は
、
た
だ
人
も
賜
は
る

〉捕、叩

も
あ
る
を
、

の

広
て
も
な
し
。

に
で
父
大
殿
の
世
よ
り
ハ
堀
川
と
い
う
)

は
り
た
る
人
(
挟
衣
〉
の
、
〈
天
識
に
な
る
と
い
う

さ
り
と
て
〈
狭
衣
は
)

事
は
〉
い
と
浅
ま
し
き
事
な
り
。
な
に
の
い
た
り
な
き
女
の
し
わ
ざ
と
い
ひ
な
が
ら
、
む
げ
に
心
劣
り
こ
そ
し

〈
認
可

第17号

と
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
狭
衣
が
習
と
な
る
事
件
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
は
り
純
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
狭
衣
が
皇
位
に
即
く
重
要
な
基
盤
で
あ
る

は
ず
の
、
女
一
一
宮
腹
の
若
宮
の
活
騒
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
原
凶
が
あ
る
。

の
破
綻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で

3
J
r
M
州
均
五
口
)

ジ
動

grν

弘範学毘大学記饗

設
ょ
う
が
、
む
し
ろ
そ
こ
に
、
最
終
的
に
は
栄
離
を
描
く
と
い
う
物
語
の

に
規
制
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
枠
を
溢
れ
て
筆
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
作
者
の
意
識
を
考

ベ
、
そ
の
模
倣
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
は
、
充
分
に
は
当
た
ら
な
い
で
あ
ろ

震
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

の

の

う
。
む
し
ろ
、
宇
治
十
帖
で
の
薫
的
な
物
語
世
界
の
み
に
終
始
す
る
の
で
誌
な
く
、
そ
れ
を
献
え
よ
う
と
し
た

の

巻
四
の
世
界
を
描
か
せ
た
の
だ
と

の
悲
恋
を
克
服
し
て
、

で
も
瓶
め
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
強
い
男
性
畿
が
そ
こ
に
願
望
さ

も
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
患
慕
し
続
け
た

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
方
法
自
体
は
安
易
で
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の

て
ゆ
き
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
は
あ
る
い
は
異
賓
の

の
構
築
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
こ
の
吐
界
も
ま
た
、
読
者
連
の
強
く
発
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
〈
享
受
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
関
閣
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
〉
。
そ
れ

を
、
大
出
円
と
い
う
、
物
語
の
批
評
に
あ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ー
の
響
き
を
持
つ
一
言
葉
で
括
る
の
は
、
あ
る
い
は
正
鵠
を
射
で
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
吋
狭
衣
物
語
』
の

の
部
分
が
説
得
力
合
得
て
い
な
い
の
は
、

と
い
う
と
こ
ろ

一
貫
し
た
テ
l

マ
の

の
中
か
ら
帰
結
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
、

に
最
大
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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(
1
)

(
2
)
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内

野

持

部

「

糠

氏

の

影

響

と

令

日

本

文

芸

史

選

描

b

一
一
五
八
頁
)
。

一
一
一
谷
栄
一
・
関
根
腐
子
校
注
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
解
説
。
一
三
夏
。
松
村
樽
可
・
石
川
額
校
注
品
伐
衣
物
語
』
(
自
本
古
典
令
一
議
〉
七
二

i
八
四
頁
。
内
野
…
札
口

館
、
注
〈
1
)
同
欝
、
一
一
ぷ
八

i
九
頁
。
そ
の
他
。

拙
稿
「
宇
津
保
物
語
に
お
け
る
場
面
と
待
問
i
i行
事
と
歌
群
と
の
機
能
!?2555J
匂
弘
前
学
院
大
学
蛇
若
第
一
六
号
)

松
村
・
岩
川
、
注
〈
2
)
間
模
。

吋
狭
衣
b

と
同
時
代
の
コ
伐
の
畷
党
円
あ
る
い
は
そ
の
後
の
用
調
擬
古
物
語
の
多
く
は
、
強
い
主
題
意
識
が
あ
っ
て
物
語
の
第
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
。
し
か
し
♂
小
J

津
保
』
『
諒

氏
b

な
ど
は
、
物
語
全
体
を
一
設
し
て
守
絶
え
ず
流
れ
る
主
語
意
識
は
未
だ
充
分
で
は
な
く
、
そ
こ
に
年
中
行
事
等
の
諸
行
事
が
占
め
る
役
割
に
も
特
別
の
も
の
が
あ
る
。

『
狭
衣
物
語
h

壮
一

O
段
に
分
け
る
理
由
は
、
江
戸
期
の
寂
本
が
板
行
に
際
し
て
の
捷
立
か
ら
一

O
間
に
し
た
こ
と
は
よ
る
と
の
税
が
あ
る
〈
控
4
同
謀
、
六
頁
)
。
内
饗
上
か
ら

は一

O
段
広
区
分
す
る
必
然
性
は
な
い
。
た
だ
、
一

O
段
に
区
分
す
る
こ
と
で
そ
の
各
々
の
分
就
が
「
討
本
吉
典
文
学
大
系
い
本
の
頁
数
で
ほ
ぼ
問
。
貰
前
後
と
な
り
、
行
事
数

な
ど
を
比
較
す
る
場
合
に
都
合
が
よ
い
の
で
、
用
い
て
い
る
。

拙
梢
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
年
中
行
事
の
設
訴
し
令
悶
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
b

第
五
輯
〉
。

出
〈
4
〉
同
書
、
六
頁
。

本
文
は
、
一
比
谷
栄
一
・
関
根
癒
子
枚
、
技
咋
脱
衣
物
語
』
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
)
に
よ
る
。
私
設
に
よ
り
表
記
法
に
手
を
加
え
た
部
分
が
あ
る
。
以
ド
同
じ
。
一
一
一
六
文
。

三
子
津
川
開
』
の
俊
臨
の
女
、
塁
側
氏
ら
の
糊
慌
誕
決
・
藤
壷
・
若
紫
・
夕
顔
・
浮
舟
そ
の
飽
、
多
少
の
骨
一
九
時
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
後
見
す
べ
き
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
い
て
も
そ
れ

ほ
ど
の
力
と
な
り
待
な
い
人
々
の
中
に
生
い
寄
っ
て
い
る
場
合
が
極
め
て
多
い
。
そ
こ
に
民
俗
学
的
念
場
か
ら
は
、
継
子
抑
的
要
素
が
指
擁
さ
れ
て
い
る
。

(
社
〉
〈
四
〉
一
ニ
谷
栄
一
「
狭
衣
物
訟
の
構
想
と
構
成
い
令
国
学
院
雑
誌
』
昭
和
四
一
一
一
年
一
一
月
)

(
日
〉
岡
倉
領
次
部
『
縦
一
名
草
子
評
解
』
一
五
密
頁
。

〈

3
〉

〈

4
〉

(
5
)
 

〈

6
〉

(
7〉

〈

8
)

〈

9
)

(
凶
)

〈
一
九
八

0
・一

0
・一一五

受
付
)
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